


























復が可能になったが,恐 怖心は取 り除けず,爾 蝕
















合わせ ることで,患 児と保護者の負担 を軽減 して
治療す ることができた。今後 も,編蝕予防を中心
148 奥 羽 大 歯 学 誌
2008
とした定期的な指導 ・管理を継続 していく予定で
ある。
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